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　　　　　　　　　　平成２１年度　第５回　　　　　　　

市内５・６年生の選定委員さんたちが，月に４冊の本を読んで，年間で一番人気の高かった本に「うつのみやこども賞」を贈っています。

[image: image2.png]



[image: image3.png]o0n0. ELEMA

'/U//U////J eliy llorary




●大鏡の前で二人がぶつかった後，ハートがどんどん入れかわっていく設定が面白かった。
●性格がまるで反対のサギノとマジ子の心が入れかわって，今まで仲のよくなかった二人が気の会う友達にまでなれてよかったと思う。
●入れかわるところがドキドキして，どこが変わるのかなとか，どうなっちゃうのかとかハラハラドキドキのお話しでした。
●最後に二人が完全に入れかわる前に小国くんががんばっていたところがよかった。共感できるところがたくさんあった。
●マジ子とサギノのハートが入れかわってしまうところが面白かった。

●戦争で家族を次々と失っていった洋太はすごく悲しいと思った。戦争は二度と起こしてはいけないと思った。
●つらくて悲しい話だった。戦争の時代に生まれてこなくて良かったと思った。
●この悲しい戦争の話をより多くの人に読んでもらい，改めて戦争をなくすために努力することが大切だと思いました。
●今は何でも整っていて戦争もないからいいけれど，この本を読んで昔の人の苦労がよくわかりました。

●ミカン（犬）が吐いてたおれて死にそうかと思ってドキドキしました。でも助かってよかったです。
●最後にお父さんにだまってまで灯子の犬を助けようとし，船を出した竜太の決心がすごいと思った。
●灯子が行った島に私も行ってみたいと思った。

●釣具店からの予約がいっぱいはいっているのがすごかった。
●人口の少ない島に引っ越してきた灯子をやさしく迎えてくれた島の人たち，仲良くなろうとしてくれた子供達，島に住む人たちのやさしさがつたわってきました。

●最初はとても嫌がっていたのに，最後はとても仲良くなるという心の変化が面白いと思いました。
●いつも見ているサッカーにはこんなにいろいろな裏があることがわかりました。
●表紙をみて男の子向けかと思ってたけど，読んでみると女の子にも男の子にもすすめられる。
●ベラスノアは本当はとてもやさしいお父さんなんだなと思った。
●ゴルモチア対ロケッティーの戦いを見ていると，ぼくも本にのみこまれて本当に見た気分になった。

《今月選ばれた本》


「メニメニ・ハート」


令丈ヒロ子／作  （講談社）








「ああ，保戸島国民学校」


小林しげる／作　（文研出版）





「地球の真ん中 わたしの島」


杉本りえ／作　（ポプラ社）





「ベラスノアとキックオフ」


片平直樹／作　（福音館書店）
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